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基本方針 

（1） 保育所保育指針に基づき、それぞれの子どもの最善の利益を考慮した保育を心掛けた。    
（2） 保護者からの意見・要望等については実現に努めるとともに、実現の可否に係わらず、その   

対応について説明をして理解と協力を得ることが出来た。 
（3） 子ども達の安全確保、健康の保持及び衛生管理などについて最新の注意を払い事故や怪我が

なく過ごした。 
（4） 定期的に研修に参加できず園内・外研修などを通しては保育の質の向上を図れなかった。  
（5） 保育内容などの情報開示に努めた。 
以上、家庭的な雰囲気の中であっても集団活動も意識づけ、一人ひとりの子どもの最善の利益を守
り、保護者の皆様と共に、心身を健やかに育み、また、子どもが様々な人と出会い、関わり、心を
通わせながら成長していくために、乳児期にふさわしい生活の場を豊かに作り上げてきた。 
 
◎ 保護者支援 

保護者が我が子を安心して預けて仕事に向かうことが出来るよう、そして子育てが楽しくな
る支援を保育園の場を通して行った結果、保育園の活動への理解と我が子の頑張りを感じる
ことに繋がるように努めたことにより保護者からの理解と協力を得られた。 
 

◎ 安全管理 
 避難訓練・不審者対応訓練・非常時災害避難訓練・交通安全集会を実施。また、園児や保護
者、職員の意識を高めるためにも、安全集会や赤十字集会の実施やヒヤリハットの段階で危険
因子を検討し改善することにより、大きな事故や怪我がなかった。 
 
◎ 職員がやりがいをもって働ける職場づくり 
担当クラスだけではなく、声を掛け合い、話し合い、共通認識が出来る環境づくりに努めた。 
 

◎ 職員としての姿勢 
研修や職員会議を通して 

＊職員全員が子どもに関わり、より良い人的環境を心掛けた。 
＊ 一面的な見方ではなく、多方面から見つめ、子どもの理解に努めた。 
＊ 職員間の連携を密にし、コミュニケーションをとりながら保育に取り組めた。 
＊ 保育について日々研鑽に努めるために保育園内外の研修を可能な範囲で計画的に実施し保

育技能向上に努めた。 
＊ 「明るい笑顔」「元気な挨拶」「丁寧な仕事」を目標として一日を大切に仕事ができた。 

 
１， 施設事業運営 
（１）児童の処遇 

：園児クラス編成  定員 12 名 
年齢 クラス名 枠 ３月 31 日の人数 

0 歳児 すくすく組 ３人 2 人 
1 歳児 よちよち組 ３人 ５人 
2 歳児 わくわく組 ６人 ４人 

 
  
 
 
 
 
 
 
 



        
２，職員の職務分担 

  

園長 常勤 豊川 悦子 全体管理 
保育専門リーダー 常勤 袴田 千理 ０歳児担当 
保育分野別リーダー 常勤 榊 裕美 １歳児担当 
保育分野別リーダー 常勤 永井 容子 2 歳児担当 

保育士 常勤 小笠原 直子 ２歳児補助 
保育士 非常勤 中山 由佳 １歳児補助 

子育て支援員 非常勤 畑田 悠 0 歳児＆給食補助 
保育士 非常勤 伊藤 知子 早番・遅番のみ 
調理師 常勤 小倉 啓子 給食調理 

    
（小倉啓子 R7,5,1 から勤務・永井容子 R7,12,6 で退職・伊藤知子 R7,12,８から勤務） 
 
嘱託医 とみもと小児科クリニック  富本 和彦 
    ななほしデンタルクリニック 根橋 祐玄 
    ＊園児の健康相談並びに保健助言 
 

３，主な年間事業計画（別紙参照） 
   

4 月 新年度説明会、事故発生防止委員会、内科検診、歯科検診 
5 月 こどもの日お祝い会、苗植え（食育） 
6 月 不審者対応訓練、総合避難訓練 職員健康診断 
7 月 七夕会 
8 月 夏祭りお楽しみ会・お盆希望保育 
9 月 事故発生防止委員会、野菜の収穫（食育）、お月見会 

10 月 内科検診、歯科検診、総合避難訓練 ハロウイン集会 
11 月 七五三詣り、勤労感謝職場訪問 
12 月 クリスマス会、年末休園 
1 月 年始休園、お正月遊び 
2 月 豆まき会、わくわく発表会 
3 月 ひな祭り会、お別れ会 

 
 

４， 児童の健康管理 
園児の健診 

  内科検診・・・4 月、10 月  富本小児科クリニック 
  歯科検診・・・4 月、10 月  ななほしデンタルクリニック 
   発育測定は毎月 1 回（身長・体重） 
  ＊毎日の視診は、チェック表の項目で健康状態の異常又は虐待防止の早期発見に努めた。 
  ＊保健だよりを発行し健康や衛生に関して興味を持たせた。 
 

５， 給食計画 
 :完全給食 
  :毎月 1 回献立表・離乳食献立表の発行       
  :食育の一環として、園内菜園の実施、食育集会・食育だよりの発行 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
（２）職員待遇 

１， 勤務時間  
1 年単位の変形労働時間採用（労使協定）1h 休憩あり 
 
早番   a” 7：00～16：00 

早番   A 7：00～16：00 
普通番  B 8：30～17：30 
遅番   C 9：00～18：00 
普通番  D 8：30～17：30＾ 
      
     E 8：00～13：30 の間の 4.5ｈ～5ｈの間、シフトによ

る番 
給食   F 7：45～16：45 

    ＊子どもの利用人数により出勤者数・時間に多少の変動あり。 
    ＊パート職員については、採用時又は年度の初めに勤務時間を決める。 
   ２，職員健康管理 
     ：職員定期健康診断  ・・・年に 1 回実施。（八戸市総合健診センター） 
     ：ミルク調乳者全員検便・・・毎月実施。  （東和微生物検査所） 
 

３, 職員研修 
 ：園内研修計画。 
 ：園外研修は園内研修にも取り入れ職員全体の資質向上を図る。 

      
◎ 園内研修 
4 月 法令遵守・職員マニュアルの見直し（読み合わせ等） 

   玄関対応・電話対応の確認 
5 月 保育所における感染症対策、登園基準の確認 
6 月 食中毒対策について 
7 月 熱中症対策・水遊び時の事故防止対策について・事故防止対策 
8 月 職場におけるハラスメントについて・非常災害時対策・対応マニュアルついて 
9 月 HACCP マニュアルについて・BCP 策定について 

10 月  保護者面談の対応確認 
11 月 嘔吐・ノロウイルスなどの対処・処理の実技・救急救命講習会 
12 月 感染症対策・大雪対策と対応マニュアル 
1 月 食事中の誤嚥事故防止の徹底 
2 月 保護者支援について 
3 月 ヒヤリハットの事例確認と見直し・自己評価 

 
（３）保護者との関係 
◎ 保護者への理解と協力の促進。 

 ：新年度保護者説明会・保護者面談を年 1 回実施。 
 ：毎月「園だより」「クラスだより」「食育だより」「保健だより」「献立表」を発行。 
 ：お便り帳や掲示板・ネット配信などを利用し保護者への連絡を密にした。 
 ：園を開放し保育の様子をいつでも参観できる態勢にしたことで保護者も安心した。 
 

（４）安全管理 
◎ 避難訓練 

 ：毎月避難訓練と模擬消化訓練を実施するとともに総合訓練を年２回実施。 
 ：消防設備の自主点検、年 1 回所轄消防署への報告。 
 ：設備点検は半年に 1 回五戸消防設備が実施。 
 ：不審者侵入避難訓練（アルソック協力）・非常災害避難訓練を年 1 回実施。 
 ：園内外の遊具・避難経路などの安全点検の実施。 
  以上を実施したことにより、少し安心感が持てた。 
 
 
 

 



（５）予算、決算 事業管理 連携園の「虹の丘キッズアカデミー」の事業計画に準ずる。 
 
（６）法人本部 
    １,  役員構成（理事 6 名、幹事 2 名）虹の丘キッズアカデミーに準ずる。 
       
 

２， 理事会「虹の丘キッズアカデミー」の事業計画に準ずる。 
 


